
第６回総務経済常任委員会会議記録 

開 閉 会 

日   時 

 令和４年９月１日（木曜）       午後１時４５分 開会 

 休 憩 14:02-03 

                    午後２時１８分 閉会 

休憩時間：０時間１分 会議時間：０時間３２分 

会議場所  役場３階委員会室 

出 席 委 員 

氏   名 

委員長  鈴木 健充 委 員  寺町 平一  

副委員長 中田智惠子 委 員  中村 和宏  

委 員  梶澤 幸治 委 員  広瀬 重雄  

委 員  立川 美穂  議 長  早苗 豊 

説明員 

農林課長 我妻 修一   

畜産振興係長 速水 洋之   

    

    

参考人    

欠 席 委 員 

氏   名 

   

   

事務局職員 事務局長 安田 敦史 総務係長 佐藤 史彦  

『会議に付した事件と会議結果など』 

 

１ 開 会 

       委員長が開会を告げ、事務局から本日の委員会の日程を説明する。 

 

２ 議 件 

（１）調査事項 

 ア 哺育育成施設について  資料１ 

 ・農林課長：施設概要の説明。資料は担当係長から説明する旨告げる。 

 ・畜産振興係長：資料説明（稼働状況・稼働率減少の要因・今後の取組みについて） 

・委員長：意見・質疑はないか？ 

・立川委員：稼働率減少を解消する今後の取組みとして、町外からの受け入れを模索し

ているとのことだが、実際のニーズは把握しているか？ 

・係長：芽室町農協からの情報としては、清水町・池田町からのニーズを把握してい

る。 

・立川委員：ニーズの具体数は把握しているか？ 

・課長：具体頭数は把握できていない。町外からの受け入れは暫定措置と考えている。 

・寺町委員：稼働率原因分析として「疾病」が１件あげられているが、具体的には？ 

・係長：ヨーネ病（法定伝染病）の一例である。 

・寺町委員：疾病発生は信頼度の低下につながる要因もある。職員等の十分な意識や良



好な環境確保は施設の必須条件となる。 

・課長：今回の事例は、施設での疾病発生ではないことを御理解いただきたい。なお、

職員の意識向上と施設の疾病対策には万全を期して臨んでいる。 

・梶澤委員：稼働率減少の要因に示されている「条件が合わない」という具体理由は？ 

・課長：預託料金のほか、預託時期（出産後の預託開始始期）のミスマッチである。 

・梶澤委員：今日の特筆すべき酪農家の背景として、生産抑制、飼料等の高騰等があ

る。一過性の課題と恒常的な状況を見極めた上で、町外からの預託に臨むべきと感

じるが町の基本姿勢は？ 

・課長：梶澤委員のご提言のとおり、町内酪農家に支障が及ばないことを前提に、町外

からの受入れを暫定措置として取り扱いたい。 

・梶澤委員：職員体制（JA めむろ）の課題は？ 

・課長：現行５名。適宜見直しは図る。 

・委員長：他にないか？ 

・（意見・質疑なし） 

・委員長：以上で調査事項「ア」を終了する。 

 

イ 令和４年度総務経済常任委員会の抽出事業について  当日資料２ 

・委員長：進捗工程表に基づく具体的な取り組みについて意見を求める。 

・立川委員：指定管理者制度及び第３セクターに関する研修を計画してはいかがか？ 

・広瀬委員：町長の改選後の意思として「新嵐山活用計画の見直し」を言及しているた

め、議会は町に対して、その調査をしていくべきと考える。 

・梶澤委員：当委員会としては、前年度の総括報告書で総括した２項目を取り組むべき

であり、立川・広瀬両委員の意見が含まれていると考える。 

・立川委員：研修会開催が目的ではなく、指定管理者制度等の知識の会得を主張してい

るものである。 

・中田委員：前回の委員会では、他の議員の声の聴取及び現地調査も挙げられていたの

で、取組みの検討要素にすべきと考える。 

・委員長：他にないか？それでは、出された意見に基づき、ミーティングで詰めていき

たい。異議ないか？ 

・（異議なし） 

・委員長：調査事項「イ」を終了する。 

 

 

３ その他 

（１）次回委員会の開催日程について 

正副委員長一任 

 

（２）その他 

 ・委員長：「その他」で各委員からないか？ 

 ・（なし） 



 ・委員長：議長からないか？ 

 ・（なし） 

 ・委員長：事務局からないか？ 

 ・（なし） 

以上で総務経済常任委員会を終了する。 

 

傍 聴 者 数 一般者 ０名 報道関係者 １名 議 員 ０名 合計 １名 

  

令和４年９月１日 

総務経済常任委員会委員長 鈴 木 健 充 

 

 


